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※出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・各研修の出欠の入力をすること。
・8/31(木)までの勤務表が出ているので各自確認すること。
・6/23(金)の勤務が変更になる。
　　　　　小嶋SGM→遅C　石橋→日勤　戸賀沢→遅A　　　となる。

・8月よりLASMIの評価を行なっていく。7月にカンファレンスで勉強会を行なう。
・6/23(金)外来の橋本Nsが見学に来る。
・6/27(火)工藤助一様がデイケアを見学に来る。PSWが付き添うとのこと。

＜利用者様情報＞

デイケア

・上川原　豊様～来所時より、動きがゆっくりとしており、歩行時にふらつきがある。母様が月曜日に来て泊まって昨日帰ったと報告しており、報告中酒臭がしている。その後担当スタッフが確認したところ、酒臭がある為確認すると、同じアパートの住民から甘酒を貰い飲んだとのこと。また、煙草を吸っている際に壁に軽く倒れることあり声掛けするが「大丈夫」と話している。上記内容を五福へ情報を提供することとしている。
・東海林紀子様～就労支援施設チョコクッキーの利用について訴えが聞かれており、施設職員に相談することを勧めている。デイケアではミーティングの際に声掛けするが、声掛けを無視しカタログを見始めている。
・福井　彩　様～特定のスタッフに食欲なく、吐気があるとつわりの症状を訴えている。まだ症状が出るには早い為、次の生理予定日を過ぎてから再度検査するように伝えている。気分の高揚が先週より見られており、酒と煙草を止めなければいけないことを伝えるが実施できずにいる。本日は友人の勤めている保険会社を見学する為欠席の予定だったが、友人と同じ職場で働くことのデメリットを考え行かないことを決めたと話し、デイケアを利用している。
・本多　富美様～本日も風邪で欠席となっており、同様の理由での欠席が続いている為、母様に現状を伝え、生活状況等に変化はないか確認していく。

デイナイトケア

・板橋　利美様～青風荘より情報提供があり、帰荘後訪室すると、2ℓペットボトル4本に、コーヒー・センナ・ひげ茶・減肥とシールを貼り、その中に飲料を保存していることが発覚。ペットボトルについては、「他の人がゴミ箱に捨てようとしたから、それを貰った。洗って半年は使ってる。」と話しており、不衛生である為、飲料をホールの冷蔵庫に保管し、都度ホールに飲みに来ることで運動にもなることを説明している。説明に対し「いい、もう飲まない、全部捨てる。面倒なの嫌いなんだよ。」と話しており、ペットボトルは処分し、麦茶ポットをスタッフが洗浄・消毒して渡すことを提案すると、「やってくれるの？お願い」と受け入れている。本日のデイナイトケアでは、上記内容の話をすることはないが、腰痛の訴えが聞かれている。
・稲垣　ふき様～青風荘より情報提供があり「3日間くらい便出てない」との訴え聞かれ、シンラック液10滴滴下している。本日のデイナイトケアでもまだ排便はない。腹痛はないとのことで今後も排便状況を観察していくことにしている。

ナイトケア

・鹿原　博夫様～昨日来所時から左鼻出血が見られており、圧迫止血を試みるが止血しない状況。本人から「昨日も急にどばってでたんだよ」との話があり、八戸市民病院救急センターを受診している。診察、血液検査、止血処置を施行し、血液検査結果に異常はない。圧迫止血の方法と再度出血するようであれば、同院を受診するか、耳鼻科を受診するようにとの説明を受け、帰宅許可が出ている。不調の訴えは聞かれておらず、明日うみねこ幸房へは行くと話す為、出血時には注意することと、耳鼻科受診を検討するよう促している。
・関　秀治　様～グループホーム世話人より情報提供がある。今朝グループホームにて体調について尋ねると「40cmのリス2匹をデイケアで見つけたんですよ」と関係のない話をしており、再度同じ質問をすると「大丈夫です」と答えている。上記内容について本日が初めてではなく、6月に入り3、4回程あったとのことで、返答内容に違いはあるが、いずれも体調とは関係のない話をするものであったとのこと。今後朝の訪問をする際には、服薬状況・食事状況・睡眠状況について重点的に確認していくとのこと。デイケア・ナイトケアでも、体調等に注意しながら関わっていき、症状変化等あった際には、情報を共有していくこととしている。

＜外来情報＞

・野月　利章様～夜間の睡眠は摂れる様になり、気持ちは落ち着いてきたと話す・7月中　　　

に岩手医科大眼科受診予定との事。表情や話し方も明るい様子があった。

・藤村　翔様　～時折、幻聴あったが気になる事はなかったという。「怒りを鎮めて下さい。」という幻声で落ち着いていたとの事。

・倉橋　生子様～「足が重くて歩くのも精一杯です。」と話す。先週末は訴えなく買い物など行っていた。他利用者と口論になる事があり、スタッフが介入している。

　　　　　　　処方変更なく、7日分処方。

・繁名　和恵様～幽霊みたいな幻視があったり、「頭と目が錯乱して真っ暗になり、自分と自分が離れそうになる。倒れそうになった。」と話す。表情や話し方は明朗であるが、昔リストカットした事などを話している

＜事例検討＞
カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H29年6月22日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：工藤　　　　　　　

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	斉藤　良宏様
	性別
	男
	年齢
	85歳
	生年月日
	S7年6月18日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	不整脈

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の維持

	家族希望
	現状の維持、日中の活動

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H28年6月20日～現在（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：

自宅
	家族構成：

次男（同居）
長男、長男嫁（長男夫婦は本人宅の隣に在住）

	利用制度
	なし

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法などへの取り組みから認知機能低下を防止していく。

	
	②わからない時は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからないことがあり、本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。
	・H28.6.20よりデイケア利用開始。送迎はご家族のため、問題なく通所している。

・記銘力の低下が目立っており、複数回来所しているが、「初めて来た」と話していたが、現在は週に3日来ている事を話すと、「分かるよ」と話している。通所後、1日の流れの把握が困難のため、促されることで参加できている。参加後は、促しにて発言する様子が見られている。

（達成度30％）
	・現状維持できるようにしていく。

・スタッフからプログラムの参加を促し1日の流れに慣れていただく。本人と話し合い、要望を取り入れながら認知機能の低下を防止していく。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・朝の日課(検温･出席簿)は、忘れていることが多く、スタッフ声掛けにて行っている。ロッカーキーに関しても、取らずにロッカーへ物を取りに行く事がある。スタッフの声掛けでロッカーキーを取っている。

・1人で過ごしていることが多いが、最近話しかけてくる利用者がおり、2人で過ごしている。

・以前は、通所すると、穏やかに過ごしていたが、最近、通所利用中は表情硬く、不機嫌な様子が時々見られている。昼食後、「何の為に来ているんだ」「なにやってるか意味がわからない」とデイケア来所について話しており、スタッフから日中活動の確保や病状の安定等、様々な目的をもってプログラムを行っていることを説明すると、「そうか」と言って聞いている。プログラムへは普段通り表情良く参加しており、否定的な発言はない。時間が立つと、また、首を傾げ納得していない様子が窺える。再度上記同様の発言が聞かれ説明している。
	・自分からスタッフへ声を掛けられずにいる為、繰り返し遠慮なくスタッフへ聞いてよいことを伝えていく。

・不機嫌な様子が見られた際はスタッフから説明をし、本人が納得することで機嫌が良くなることがある為、説明を充分に行うようにする。以前に自宅へ帰ろうとしていたことがあったため、所在の確認を行っていく。


